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災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

趣
旨　
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
利

率
、
お
よ
び
災
害
援
護
資
金
の
償

還
方
法
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も

の
。

問　
改
正
案
第
14
条
第
２
項
に
記

載
さ
れ
た
据
置
期
間
経
過
後
の
利

率
に
つ
い
て
、
延
滞
の
場
合
を
除

き
１
％
と
し
て
い
る
が
、
１
％
と

し
た
理
由
は
。
ま
た
、
埼
玉
県
下

の
利
率
の
動
向
は
。

答　
災
害
援
護
資
金
に
つ
い
て
は

東
日
本
大
震
災
時
に
特
例
措
置
が

と
ら
れ
、
そ
の
時
の
利
率
が
１
・

５
％
で
あ
っ
た
た
め
参
考
と
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
他
市
の
状
況
も
踏

ま
え
当
市
と
し
て
は
、
１
％
が
妥

当
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
。
埼

玉
県
下
の
状
況
は
、
全
63
市
町
村

中
、
53
団
体
が
利
率
の
見
直
し
を

実
施
、
ま
た
は
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
市
と
同
様
に
保
証

人
を
立
て
な
い
場
合
、
１
％
と
す

る
と
こ
ろ
が
23
団
体
、
１
・
５
％

と
す
る
と
こ
ろ
が
14
団
体
で
あ
る
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

趣
旨　
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
軽
減
強

化
に
伴
い
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
該
当
す
る
第
１
段
階
か
ら
第
３

段
階
の
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も

の
。

問　
公
費
負
担
割
合
が
国
が
２
分

の
１
、
県
が
４
分
の
１
、
市
が
４

分
の
１
と
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和

２
年
度
以
降
に
お
け
る
市
の
持
ち

出
し
分
は
、
ど
の
く
ら
い
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
か
。

答　
現
在
の
人
数
、
所
得
構
成
で

算
定
す
る
と
１
４
４
０
万
円
程
度

と
な
る
。

工
場
誘
致
条
例
の
一
部
改
正

趣
旨　
産
業
経
済
の
振
興
と
雇
用

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
一
定
の
条

件
の
も
と
で
特
定
の
施
設
を
補
助

対
象
と
し
て
追
加
す
る
も
の
。

問　
市
長
が
特
に
認
め
る
施
設
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
。
ま
た
、
奨

励
金
Ａ
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の

も
の
か
。

答　
具
体
的
に
は
秩
父
セ
メ
ン
ト

跡
地
の
腰
田
堀
西
側
１
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
対
象
と
な
り
、
立
地
条

件
を
生
か
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
や
宿
泊
施
設
等
の
誘
致
に

力
を
入
れ
た
い
。
奨
励
金
Ａ
と
は

工
場
等
に
固
定
資
産
税
相
当
額
を

３
年
間
交
付
す
る
も
の
。
一
旦
、

固
定
資
産
税
を
納
付
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
に
補
助
金
と
し
て
交

付
す
る
。

下
水
道
事
業
審
議
会
条
例

趣
旨　
下
水
道
事
業
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
、
下
水
道
事
業
に

関
す
る
重
要
な
事
項
の
決
定
に
つ

い
て
、
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て

審
議
を
行
う
た
め
条
例
の
制
定
を

す
る
も
の
。

問　
諮
問
の
内
容
は
。

答　
下
水
道
事
業
基
本
計
画
、
下

水
道
使
用
料
、
そ
の
他
重
要
な
事

項
に
つ
い
て
諮
問
す
る
。

問　
委
員
に
つ
い
て
は
知
識
経
験

者
、
公
共
的
団
体
等
の
代
表
者
、

公
募
に
よ
る
市
民
と
あ
る
が
、
割

合
は
。

答　
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
下
水

道
事
業
と
関
連
の
あ
る
秩
父
広
域

市
町
村
圏
組
合
の
水
道
事
業
経
営

審
議
会
を
参
考
に
し
な
が
ら
選
定

し
て
い
き
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

問　
町
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
、

集
会
所
等
建
設
事
業
補
助
金
と
あ

る
が
、
対
象
の
集
会
場
は
。

答　
対
象
集
会
場
は
、
中
山
田
町

会
４
区
公
会
堂
。
内
部
改
修
工
事

と
し
て
１
２
１
万
円
と
、
今
後
の

緊
急
工
事
対
応
分
の
50
万
円
を
合

わ
せ
て
１
７
１
万
円
計
上
し
た
も

の
。

問　
障
害
者
自
立
支
援
事
業
の
児

童
発
達
支
援
事
業
等
施
設
整
備
補

助
金
に
つ
い
て
、
こ
の
施
設
整
備

計
画
の
内
容
は
。

答　
完
成
予
定
が
令
和
２
年
４
月

で
あ
り
、
建
物
は
鉄
骨
２
階
建
て
、

１
階
部
分
が
１
１
１
５
．
２
６
㎡
、

２
階
部
分
が
９
３
６
．
７
５
㎡
、

延
べ
２
０
５
２
．
０
１
㎡
、
敷
地

面
積
は
２
６
８
０
．
０
２
㎡
で
あ

る
。
１
階
に
は
高
齢
者
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
、
障
が
い
者
生
活
介

護
事
業
所
、
２
階
に
は
放
課
後
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
児
童
発
達

支
援
事
業
所
が
設
け
ら
れ
る
計
画

で
あ
る
。

問　
小
学
校
施
設
維
持
管
理
事
業

に
つ
い
て
、
秩
父
第
一
小
学
校
校

舎
ト
イ
レ
改
修
工
事
と
あ
る
が
、

財
源
内
訳
と
し
て
は
、
全
額
が
国

の
補
正
予
算
と
し
て
措
置
さ
れ
る

の
か
。

答　
工
事
の
財
源
内
訳
に
つ
い
て

は
、
国
の
補
助
金
で
あ
る
学
校
施
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設
環
境
改
善
交
付
金
が
２
１
３
６

万
３
千
円
、
合
併
特
例
債
が
７
１

９
０
万
円
、
一
般
財
源
が
３
８
３

万
７
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
に
よ

る
幼
保
無
償
化
で
は
、
認
可
外
保

育
施
設
に
通
園
し
て
い
る
３
歳
か

ら
５
歳
児
で
、
専
業
主
婦
家
庭
で

あ
る
場
合
は
、
国
や
県
か
ら
の
支

援
対
象
に
な
ら
な
い
制
度
設
計
に

な
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
が

そ
の
よ
う
な
理
解
で
よ
い
か
。
ま

た
、
支
援
の
対
象
か
ら
外
れ
て
し

ま
う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
市

独
自
の
支
援
を
行
う
考
え
は
あ
る

か
。

答　
認
可
外
保
育
施
設
は
所
在
す

る
自
治
体
に
施
設
か
ら
届
出
を
し

て
も
ら
い
、
そ
の
施
設
が
給
付
対

象
で
あ
る
か
ど
う
か
を
所
在
自
治

体
が
判
断
す
る
。
施
設
が
給
付
対

象
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
居
住
自
治
体
で
、
個
人
あ

て
の
給
付
に
つ
い
て
再
度
検
討
を

す
る
こ
と
と
な
る
。
市
内
で
通
常

の
認
可
で
な
い
施
設
は
４
施
設
ほ

ど
あ
る
が
、
市
外
の
も
の
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。
想
定
さ

れ
て
い
る
国
の
制
度
を
超
え
る
市

の
独
自
支
援
に
つ
い
て
は
現
在
検

討
し
て
い
な
い
。

問　
市
外
の
認
可
外
保
育
施
設
に

通
園
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
実

態
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
は
把

握
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
良

か
っ
た
の
か
。

答　
正
確
な
調
査
の
対
象
で
は
な

い
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

問　
Ｆ
Ｆ
暖
房
機
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答　
Ｆ
Ｆ
暖
房
機
と
は
、
燃
焼
用

の
空
気
を
室
外
か
ら
強
制
的
に
取

り
入
れ
、
発
生
し
た
熱
は
送
風

フ
ァ
ン
で
室
内
へ
送
り
出
し
、
排

気
は
給
排
気
口
を
通
し
て
室
外
へ

出
さ
れ
る
た
め
、
灯
油
の
燃
焼
に

伴
う
室
内
の
結
露
の
心
配
が
な
く
、

使
用
時
も
定
期
的
な
換
気
が
必
要

が
な
い
た
め
、
換
気
に
よ
る
室
温

の
低
下
が
な
く
、
安
全
性
、
快
適

性
、
経
済
性
に
優
れ
た
暖
房
機
で

あ
る
。

問　
内
部
改
修
に
お
け
る
木
質
化

の
内
容
は
。
秩
父
産
木
材
使
用
率

は
。

答　
教
室
内
、
廊
下
、
階
段
の
腰

壁
お
よ
び
生
徒
昇
降
口
の
壁
部
分

の
木
質
化
を
予
定
し
て
い
る
。
秩

父
産
の
木
材
使
用
率
に
つ
い
て
は

１
０
０
％
で
あ
る
。
た
だ
し
、
木

材
の
調
達
状
況
に
よ
っ
て
は
一
部

使
用
で
き
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ

る
。

問　
改
修
後
の
ト
イ
レ
洋
式
化
率

は
。

答　
す
べ
て
の
ト
イ
レ
を
洋
式
化

す
る
の
で
、
１
０
０
％
洋
式
化
と

な
る
。
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